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濟百

本山
修

城新
田竹

人夫一ラ

則．ヒ

　子英、
ミ

ー
フ｝

教授

ミ
ラ
ー
教
授
を
迎
へ
て

山
　
本

一

清

　
昨
年
の
夏
の
或
ろ
日
、
自
分
匡
米
國
費
府
郊
外
ス
フ
ー
ス
モ
ア
大
學
天
文
豪
為

訪
ね
、
二
丈
豪
長
ミ
ラ
ー
（
冒
・
》
・
護
國
一
鶴
）
歎
授
に
迎
へ
ら
れ
六
こ
ミ
が
あ
っ
索
。

皿
ハ
の
時
、
同
教
授
匡
「
留
年
・
1
ー
ス
マ
ト
ラ
へ
日
食
観
測
に
．
｛
行
く
途
中
、
R
門
本
・
々
訪

ね
ま
す
」
臨
戦
ほ
れ
㍉
自
分
ば
「
エ
ル
カ
ム
ー
ー
己
ピ
挨
拶
し
六
こ
ミ
為
購
え
て
み

ろ
。
　
さ
て
、
此
の
八
月
の
末
、
果
し
て
ミ
ラ
ー
氏
夫
妻
ほ
紳
戸
に
着
、
す
ぐ
京
都
へ

來
ら
れ
六
。
八
月
二
十
七
日
自
分
ば
先
づ
京
都
ホ
テ
ル
に
氏
た
訪
ひ
、
次
，
い
で
翌

々
二
十
九
口
朝
早
く
新
城
搏
士
に
出
迎
へ
ら
れ
て
同
氏
夫
妻
ば
京
都
大
懇
懇
丈
壷

へ
來
訪
ゼ
ら
れ
索
。

　
此
の
日
、
午
前
中
ば
、
先
づ
．
大
丈
毒
の
案
内
、
そ
れ
か
ら
新
城
搏
士
ε
英
子
ビ

白
分
マ
」
三
人
が
同
道
し
て
京
都
御
所
ピ
ニ
條
離
宮
ピ
々
罪
観
し
六
〇
正
午
過
ぎ
、

大
學
樂
臨
監
館
で
會
食
、
此
の
畔
に
匡
上
田
、
百
濟
、
依
田
、
伊
藤
、
竹
田
諸
氏

も
列
席
さ
れ
六
Q

　
食
後
、
學
内
に
少
憩
、
撮
影
な
ご
し
れ
後
、
新
城
博
士
磯
上
田
螺
學
士
、
英
子

及
び
自
分
に
ミ
ニ
ノ
ー
氏
夫
妻
葎
案
内
し
て
洛
西
郊
外
に
遊
び
、
御
室
、
仁
和
寺
に

少
憩
し
糞
後
、
嵐
山
の
渡
月
橋
畔
に
車
潜
止
め
、
小
舟
々
雇
っ
て
、
保
津
川
の
美

し
い
水
の
上
な
上
り
下
り
し
れ
。
可
な
り
暑
い
日
で
は
あ
つ
六
が
、
い
ろ
ー
ビ

墾
つ
六
所
を
見
ぜ
六
の
で
、
ミ
ラ
ー
氏
夫
妻
の
温
存
滞
足
さ
ぜ
六
ぜ
思
ふ
。

　
夕
暮
の
頃
、
車
た
輔
じ
て
四
條
通
り
に
來
力
時
、
日
本
の
ソ
ロ
バ
ン
々
買
ふ
書

言
ぼ
れ
冒
て
、
暫
く
街
路
上
な
散
歩
し
六
〇
…
午
後
七
時
頃
、
　
一
同
京
都
ホ
テ
ル

に
蹄
着
Q
こ
ん
ご
ば
吾
々
四
人
が
御
客
虐
な
り
、
敏
授
夫
妻
に
夕
食
を
饗
ぜ
ら
れ
、

九
噂
頃
託
し
去
つ
六
〇

　
敏
腕
夫
妻
ほ
日
本
｝
巡
の
後
、
支
那
潜
維
て
、
十
一
月
頃
ス
マ
ト
ラ
に
行
か
る

・
筈
。

二
三
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雑

報

◎
戯
絵
天
日
同
類
の
鯉
暫
世
界
大
戦
後
に
成
立
し

索
國
除
二
丈
同
盈
（
ぎ
ぼ
目
巴
○
口
巴
》
葺
8
0
日
凹
8
一

d
「
昌
M
O
昌
）
障
μ
、
・
第
一
回
H
一
命
同
た
一
↓
ル
ー
フ
九
年
目
一
レ
㌔
日
〃
ベ

ル
ギ
ー
國
プ
”
ユ
セ
ル
に
開
音
、
第
二
回
総
倉
田
為
イ

タ
リ
ー
國
ロ
マ
に
開
馬
糞
が
、
今
年
七
月
十
四
日
よ

り
約
一
週
間
、
英
國
の
有
名
な
大
西
町
ケ
ン
プ
コ
ヂ

市
に
於
い
て
其
の
第
三
回
総
取
々
開
い
六
。
日
本
か

ら
に
挙
山
（
清
次
）
、
長
岡
爾
博
士
が
代
表
ε
し
て
出

席
．
ぜ
ら
れ
雲
こ
ぜ
に
既
報
の
通
り
。
世
界
の
各
湘
盟

國
か
ら
集
ま
つ
象
代
表
者
に
総
て
二
百
名
で
あ
っ
カ
．

　
七
月
十
四
日
　
ケ
ン
プ
リ
ソ
ヂ
大
船
セ
ネ
ー
ト
堂

（
O
Q
①
昌
P
酬
O
　
　
困
幽
O
昌
m
O
）
に
於
い
て
、
ま
つ
開
知
式
あ
り
、

大
學
総
長
バ
ル
フ
ナ
ア
卿
（
剛
白
飾
菊
跳
。
邑
ば
演

説
に
於
レ
て
國
際
的
協
力
の
儂
値
を
論
じ
、
ロ
ー
ヤ

．
ル
天
丈
義
血
（
男
（
咲
巴
》
ω
p
3
8
巨
。
巴
ω
。
。
陣
①
ぞ
）
倉

長
ジ
ー
ン
ス
（
｝
」
国
・
｝
o
曽
昌
ω
）
氏
に
山
百
來
の
天
山
叉
駕
ひ
が

人
の
思
想
の
進
歩
に
貢
献
し
カ
こ
ご
た
凱
き
，
叉
、

勅
任
天
盛
博
士
（
》
。
。
［
δ
⇔
。
厚
臼
男
。
団
巴
）
ダ
イ
ソ
ン

（
岡
。
芝
’
］
∪
鳩
㎝
o
昌
）
氏
ほ
同
盟
が
｝
九
一
九
年
に
成
立

し
て
以
來
の
主
要
な
事
業
か
簡
軍
に
乞
い
力
憂
い
で

開
會
演
説
に
、
同
盟
縄
直
様
ン
ペ
ル
ハ
芝
・
署
・
9
〒

菩
①
嵩
）
氏
に
天
文
學
上
煎
汁
且
つ
有
効
な
ろ
も
の
ば

総
て
國
際
的
協
力
に
よ
っ
て
成
し
遽
け
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
定
順
い
六
。
此
の
演
説
に
よ
れ
ば
，
天

丈
學
研
究
の
主
要
な
分
野
に
数
十
の
委
員
會
に
代
表

ぜ
ら
れ
、
各
委
員
會
に
天
丈
全
盤
に
わ
糞
っ
て
一
．
様

な
研
究
系
統
た
作
ろ
糞
め
に
國
際
的
協
力
か
以
．
．
つ
て

行
、
ば
れ
つ
．
、
あ
る
多
く
の
事
業
の
報
告
た
し
六
〇
カ

ン
ベ
ル
氏
ば
、
穀
雨
門
磁
幽
力
の
好
例
書
・
七
て
一
、
緯
度
緯
久

化
の
研
究
の
歴
史
た
逓
べ
、
今
や
吾
人
1
／
協
岡
研
究

に
必
要
な
條
件
為
好
く
知
っ
て
み
る
の
で
あ
ろ
か
ら

今
後
の
新
事
業
に
つ
い
て
も
大
な
ろ
望
み
な
以
て
之

れ
に
．
當
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
虐
観
い
カ
。
街
、
カ

ン
ベ
即
氏
ば
同
盈
成
立
五
感
の
総
幹
事
フ
ア
ウ
ラ
ー

（
諺
岡
。
三
葉
）
教
授
が
口
口
の
れ
め
に
暑
し
六
大
な
ろ

功
績
泡
稻
揚
し
ナ
O

　
ア
ベ
チ
、
Ω
・
》
ぴ
駆
け
ぐ
、
〃
ソ
チ
ヤ
ン
（
餌
・
∩
ゴ
猷
ー

ユ
①
⇔
）
、
ス
ト
ラ
ト
ン
（
岡
・
紛
営
障
8
口
）
中
佐
、
ア
ン
ロ

｝
1
（
菊
●
　
寓
Φ
口
「
○
け
O
里
馬
）
四
這
が
私
會
の
記
山
掛
に
指

名
ぜ
ら
れ
叉
，
チ
ル
フ
（
鋭
芝
。
δ
敦
授
は
亭
山

信
氏
が
不
麗
に
つ
き
代
り
ビ
～
て
副
會
長
の
一
人

に
撰
ば
れ
■
℃
。

　
報
告
に
よ
れ
ぽ
，
ノ
ツ
エ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
　
ス
ヰ
ス
の
四
ケ
國
に
同
盟
に
加
明
凪
・
し
、
叉

ス
ヰ
デ
ン
國
も
近
く
加
盟
す
る
こ
ビ
が
公
式
に
嚢
表

さ
れ
れ
Q
故
に
、
今
や
伺
盟
に
に
二
十
．
ニ
ケ
國
が
加

に
り
、
其
の
申
の
二
十
ケ
國
が
此
の
総
會
に
ば
代
表

者
な
迭
っ
て
み
た
。
「
特
漫
面
積
（
Q
。
①
諄
8
臼
》
お
p
）
委

員
命
、
一
が
本
同
臭
内
の
一
部
虐
し
て
紐
織
し
直
さ
れ

る
や
・
つ
に
ご
の
希
望
が
決
議
案
ミ
し
て
提
出
さ
れ
、

可
な
り
の
討
論
の
後
、
来
図
の
反
封
零
明
の
カ
め
、

戯
れ
ば
ド
イ
グ
が
同
盟
に
加
は
る
ま
で
決
定
が
延
期

．
さ
れ
る
こ
定
㌧
な
つ
糞
Q

　
同
盟
洞
爺
ば
、
そ
れ
か
ら
二
十
七
個
の
委
其
會
に

分
か
れ
、
フ
ア
ウ
ラ
ー
敏
授
の
編
纂
し
糞
報
告
書
に

よ
っ
て
、
四
ケ
日
間
熱
心
な
研
究
た
し
六
〇
其
の
結

果
の
主
な
る
も
の
に
左
の
通
り
で
あ
ろ
Q

ご
四

　
標
準
符
號
（
ω
件
P
昌
島
P
肖
へ
F
　
り
州
O
片
P
一
一
〇
づ
。
α
）
委
員
會
ば
、

特
別
小
委
員
會
潜
任
命
し
て
、
北
天
星
座
の
境
界
改

訂
に
重
し
研
究
．
結
．
果
た
後
日
」
・
同
盟
へ
報
告
さ
也
る

二
　
に
し
云
Q
昔
か
ら
、
い
ろ
く
な
系
統
が
星
座

の
境
界
に
引
用
ぜ
ら
れ
て
る
六
・
め
、
可
な
q
混
乱

し
乳
命
名
が
F
境
界
に
近
い
星
に
ほ
｛
興
へ
ら
れ
て
る
る

か
ら
。

　
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
中
央
局
か
ら
獲
ぜ
ら
れ
ろ
天

丈
電
報
．
に
に
、
総
て
、
其
の
年
の
初
め
の
春
分
顯
存

自
警
し
表
亭
均
位
置
が
採
用
さ
れ
る
こ
定
に
な
っ

た
。
叉
、
新
三
見
の
天
膿
に
に
、
必
要
な
ち
ば
、
適

當
な
説
明
語
が
附
加
さ
れ
ろ
筈
で
．
あ
る
切

　
ナ
ラ
ン
ダ
國
の
ラ
イ
デ
ン
大
學
天
気
署
長
デ
瀬
シ

タ
ー
（
U
①
m
葺
興
）
敦
授
に
向
ふ
三
年
間
毎
年
二
百
一

五
＋
ボ
ン
ド
つ
つ
提
供
す
る
こ
ε
に
な
つ
れ
。
之
れ

p
μ
赤
道
上
及
び
南
北
雨
牛
球
上
の
或
る
天
丈
壷
に
於
．

い
て
⊥
の
方
位
角
（
強
暑
ε
か
親
測
し
て
、
恒
星

の
根
本
赤
緯
た
決
．
定
す
ろ
糞
め
に
用
ゐ
ら
れ
る
六
め

で
あ
っ
て
、
器
械
ピ
魏
測
者
ビ
ば
ラ
イ
デ
ン
天
際
盗

か
ら
得
ち
れ
る
筈
。
若
干
の
恒
星
が
　
定
さ
れ
、
將

來
の
蓮
綾
観
測
が
推
奨
さ
れ
れ
。
揺
れ
に
遽
に
一
つ

の
新
し
い
基
本
回
録
（
悶
諄
曾
ぢ
景
巴
6
跨
・
げ
驚
）

ご
な
る
で
あ
ら
う
。
天
空
の
各
部
分
に
於
い
て
、
＝

日
中
の
い
ろ
ん
な
昨
問
に
光
線
属
耕
の
攣
動
の
研
究

が
更
に
熱
心
に
行
ば
れ
る
や
う
な
希
望
が
目
糞
。
叉

グ
リ
ン
ヰ
チ
（
Ω
器
9
埼
【
頃
日
）
ケ
ー
プ
（
O
p
℃
Φ
）
、
ワ
シ
．

ン
ト
ン
の
海
雷
甲
（
タ
ず
。
，
ぽ
ぎ
σ
q
ε
昌
甥
9
＜
巴
）
の
ニ
ニ
ケ
所

の
天
文
墓
ば
、
ド
イ
ソ
の
天
文
家
牡
ち
電
協
力
～
て

一
九
三
〇
一
顧
二
一
」
牛
の
エ
ロ
ス
星
（
国
脱
。
も
。
）
照
匙
接
期

の
観
測
に
必
要
な
準
遽
星
（
同
①
h
①
門
①
口
0
0
　
0
覗
け
四
目
ω
）
の
襯
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『
日
本
に
太
陽
襯
測
所
を
設
け
よ
”
已

　
去
る
七
月
英
國
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
で
開
か
れ
た
國
際
天
文
同
盟
の
総
會
で
、

日
本
國
に
一
太
陽
観
測
所
を
設
け
ら
れ
た
い
ぐ
」
の
決
議
案
が
可
決
さ
れ

た
が
、
其
の
原
文
は
左
の
通
り
。

　
　
　
．
・
需
ω
言
身
o
h
g
o
。
・
葺
≦
。
巳
葎
ぴ
。
σ
q
お
髄
ξ
2
。
響
碧
。
a
ξ
鱒
ω
9
①
・
。

　
　
亀
．
o
び
器
辱
9
・
焦
8
u
・
謹
亀
象
。
。
け
N
皆
暮
a
言
ぴ
二
陣
ヨ
α
ρ
》
。
，
o
素
目
。
げ
器
辱
g
o
噸

　
　
貯
才
智
昌
舅
8
缶
瞭
仲
ぽ
8
け
げ
。
書
割
。
α
q
喜
び
。
昇
8
口
寓
8
巨
芝
房
8
導
傷

　
　
賦
σ
貯
圃
冨
鍔
酷
き
畠
犀
≦
o
包
二
黒
舞
o
b
o
ω
臨
露
⑦
窪
目
o
u
。
侍
8
摩
ロ
呂
。
口
ω
o
ぴ
ω
Φ
－

　
　
辱
黒
。
葛
。
朝
臣
Φ
乙
。
葛
哺
p
℃
o
ω
m
二
二
団
。
陶
冒
℃
o
誹
昌
8
一
〇
隔
巳
。
a
謬

　
　
9
導
σ
q
＄
ぼ
ω
9
母
g
鶴
急
け
図
…
き
飾
甫
①
≦
8
冨
。
ぞ
器
器
峠
ゲ
①
げ
。
℃
Φ
9
弩

　
　
貯
浮
Φ
器
碧
津
ヨ
お
釜
9
卸
口
。
密
Φ
類
讐
。
蔓
日
昌
び
。
帥
器
鷺
一
曾

　
　
　
日
。
8
導
ユ
び
暮
。
臼
。
。
。
門
司
巳
臨
鐸
＝
曳
8
9
①
L
。
9
身
。
陶
匪
①
話
一
註
8
ω
三
℃

　
　
げ
¢
碧
①
窪
夢
0
6
翫
診
ゆ
毎
お
旨
巨
量
8
露
塁
老
豊
峯
謬
壱
匿
6
ψ
巴
ザ

　
　
重
唱
。
二
一
。
同
集
呂
9
0
げ
ω
曾
く
鉾
凹
o
P
什
ぴ
①
ヨ
の
器
霞
①
日
Φ
導
　
o
幽
m
o
一
鷺
蜀
象
卑
二
〇
P

　
　
毬
q
ひ
Φ
0
8
。
米
墨
Φ
馨
。
冨
。
門
く
巴
8
0
閏
臣
Φ
＜
碧
禦
6
質
一
口
審
員
Φ
弩
巨
臼
お
－

　
　
冨
①
口
。
。
8
．
鴇
》

（
謬
）
「
太
陽
の
研
究
に
経
度
．
の
好
く
分
布
さ
れ
六
狸
測
が
揃
へ
ば
大
進
歩
た
す
る
O

　
日
本
に
一
太
陽
観
測
所
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
ヰ
ル
ソ
ン
山
ε
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
定

　
の
大
き
な
間
に
う
ま
く
は
ま
っ
て
、
太
陽
の
殆
ん
ご
連
綾
魏
測
准
可
能
に
し
、

　
從
っ
て
太
陽
活
動
．
の
攣
化
を
追
及
す
る
要
務
た
全
づ
す
み
だ
ら
う
Q
吾
人
に
か

　
う
し
象
観
測
が
近
い
將
來
に
事
群
書
な
っ
て
現
ば
れ
ん
、
、
定
か
望
む
。
太
陽
ぜ

　
地
上
定
の
現
象
の
關
係
の
研
究
に
最
も
大
な
る
数
果
為
齎
す
が
六
め
に
は
、
太

　
陽
光
線
の
測
定
や
、
地
磁
氣
の
漫
動
の
同
時
魏
測
な
．
ε
、
直
接
襯
測
の
設
備
為

　
必
要
定
す
る
。
」

7（

よ

り

ご
入

　
山
本
先
生

　
昨
＋
三
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
島
の
ピ
ケ
リ
ン
グ
教
授
か
ら
葉
書
が
参
り
ま

し
九
。
葉
書
に
は
一
九
二
四
年
の
火
星
衝
の
観
測
は
報
告
三
十
ニ
ー
こ
し

て
今
冬
嚢
表
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
八
九

月
に
は
第
三
十
回
の
報
告
が
出
て
居
り
ま
し
た
か
ら
何
れ
十
二
月
號
位

に
な
の
ま
せ
う
。
其
の
論
文
に
は
私
の
完
全
な
六
枚
連
言
の
火
星
ス
ク

ツ
チ
が
ピ
ケ
リ
ン
グ
や
ダ
グ
ラ
ス
或
は
マ
チ
ニ
ε
同
様
に
嚢
表
さ
れ
る

事
－
こ
な
っ
て
居
る
そ
う
で
全
く
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
幾
多
貴
重
な
嚢
見

の
あ
っ
た
昨
年
の
衝
に
關
す
る
最
も
樺
威
あ
る
襲
表
で
す
か
ら
待
ち
遠

し
く
思
ひ
・
ま
す
。

　
先
月
三
十
日
三
十
一
日
の
休
暇
に
測
定
瞼
査
し
た
十
三
吋
鏡
の
結
果

を
原
稿
－
こ
し
て
同
封
し
て
お
き
ま
す
。
計
算
の
結
果
間
違
ひ
な
く
遊
星

で
も
二
重
星
で
も
申
し
分
な
く
観
測
出
來
る
ε
分
か
つ
て
來
た
時
に
は

う
れ
し
く
あ
り
ま
し
た
。
未
だ
一
年
も
あ
り
ま
す
が
明
年
の
火
星
の
衝

が
待
誉
れ
ま
す
。
申
し
分
の
無
い
春
曇
も
そ
ろ
っ
て
居
る
事
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々

　
　
九
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
砲
ニ
ニ
聯
隊
中
村
　
要



3S8

し
ぶ
り
で
英
子
ミ
エ
不
ン
ル
附
近
、
又
、
轄
じ
て
ナ
ペ
ラ
街
あ
糞
り
准
散
歩
す
。

十
繭
脳
月
十
（
日
（
木
）

　
朝
十
時
、
両
人
で
グ
ラ
ン
パ
ソ
ー
の
飛
行
擬
展
覧
會
卓
見
六
Q
飛
行
術
に
最
も

得
意
な
フ
ラ
ン
ス
の
豪
勢
ぶ
り
に
香
し
く
感
じ
糞
。

　
午
後
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で
中
世
の
檜
聲
為
見
る
。

十
二
月
十
九
日
（
金
）

　
か
ね
て
か
ら
思
っ
て
居
云
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
塔
の
上
へ
、
英
子
ぜ
二
人
で
登
っ

て
匿
穴
。
昨
夜
、
ユ
ー
ゴ
ー
作
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
活
動
車
掌
た
見
六
の
が
動
機
定

な
つ
六
わ
け
な
の
だ
が
、
霧
が
多
少
空
中
に
あ
っ
雷
雲
め
、
難
風
の
景
色
に
よ
く

見
え
な
か
つ
六
Q

十
二
月
二
十
日
（
土
）

　
自
分
等
に
一
月
末
の
鹿
島
丸
で
昂
朝
す
ろ
筈
で
あ
る
が
、
術
、
暫
く
時
日
が
あ

る
の
で
、
今
暫
H
く
パ
リ
に
溝
在
す
る
ミ
毫
め
、
自
分
げ
n
A
「
後
↑
母
日
。
ハ
雪
天
丈
豪
へ

炉打

ﾁ
て
圖
書
室
で
讃
書
し
れ
い
亡
い
ふ
希
望
や
、
今
口
員
、
天
訊
叉
八
月
の
若
い
バ
ヨ
ー

氏
に
頼
ん
だ
Q

　
英
子
ば
英
子
で
、
畔
々
、
武
林
夫
人
方
へ
帽
子
の
作
り
方
を
教
ば
り
に
行
く
Q

十
二
月
二
十
孟
日
（
日
）

朝
、
散
渉
し
て
、
近
く
の
パ
ン
チ
ナ
ン
准
見
に
一
つ
索
。
薪
し
く
祭
り
込
ま
れ

れ
ツ
ヨ
ソ
ー
の
像
も
あ
っ
☆
。
シ
ヤ
ゾ
ン
ヌ
の
甕
も
面
白
か
つ
雲
。

　
午
後
に
、
も
つ
ミ
近
い
ク
〃
二
一
美
術
館
為
見
ろ
。
外
寸
に
似
合
に
す
、
内
容

の
影
し
い
の
に
驚
い
六
Q
こ
、
に
一
五
〇
二
年
の
銘
た
う
つ
六
天
球
儀
が
あ
っ
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ロ
　
　
　
う

が
、
琴
座
に
賜
閃
跨
亡
ま
定
も
な
名
が
書
い
て
あ
り
な
が
ら
其
所
に
に
鷲
の
霊

が
描
い
て
あ
っ
議
漏
の
に
面
白
か
つ
糞
。
全
く
古
い
も
の
、
謹
櫨
だ
〇

十
二
月
二
十
二
日
（
月
）

　
A
・
日
か
ら
、
い
よ
一
午
前
…
中
バ
リ
天
丈
墓
の
圖
書
室
一
へ
涌
…
つ
て
、
讃
書
す
る

此
の
日
、
ナ
ハ
リ
ヒ
テ
ン
誌
で
見
六
所
に
よ
る
定
、
夏
頃
自
分
が
ハ
ー
ゾ
ー
ド
で

絵
暇
に
砺
劃
し
乳
薪
攣
光
星
（
グ
ラ
フ
氏
護
見
一
九
二
四
・
ご
四
）
ば
白
鳥
座
c
H

星
章
い
ふ
名
が
附
ぜ
ら
れ
乳
。

　
夜
、
爾
人
で
、
始
め
て
オ
ペ
ラ
な
見
に
行
く
。
題
に
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス

の
作
つ
カ
「
タ
イ
ス
」
で
、
筋
た
か
ね
て
か
ら
知
っ
て
居
六
も
の
だ
か
ら
、
演
技
ば

三
囚

妊
く
了
解
で
き
、
愉
快
で
あ
っ
糞
。

十
ム
剛
月
二
十
一
昌
日
（
火
）

　
午
前
申
匡
天
丈
盗
Q
I
ご
う
も
濁
逸
系
統
の
雑
誌
が
充
分
に
來
て
る
な
い
。

　
日
和
が
好
い
の
で
、
午
後
ば
母
人
で
エ
ト
y
ル
の
凱
旋
門
へ
上
り
、
景
色
為
見

六
後
、
｝
ロ
カ
デ
ロ
か
ら
シ
ャ
ン
・
デ
・
マ
ル
ス
ま
で
散
歩
し
六
〇

　
ム
ー
ド
ン
天
丈
嘗
蟹
の
ゲ
ラ
ン
ド
ル
宣
蟹
長
よ
d
り
來
書
り

十
二
月
二
十
四
日
（
水
）

　
午
前
中
に
天
文
塵
o
I
午
後
三
時
か
ら
に
フ
ラ
ン
ス
學
院
内
の
経
度
局
へ
行

き
、
恰
も
例
八
曾
の
れ
め
集
っ
て
來
糞
委
員
六
ち
の
中
に
ム
ー
ド
ン
の
ゲ
ラ
ン
ド
ル

塵
長
た
見
つ
け
、
ご
く
暫
く
話
し
六
。
明
後
日
そ
の
天
文
愚
な
訪
ね
ろ
筈
。

　
い
よ
く
ク
”
ス
マ
ス
が
迫
っ
て
來
て
、
四
五
日
前
か
ら
パ
リ
の
街
々
ば
外
観

が
一
愛
し
索
。
米
國
で
見
六
や
う
な
飾
り
つ
け
の
〃
リ
ス
マ
ス
・
ト
リ
ー
に
何
所

に
も
切
図
ら
な
い
が
、
纏
て
の
店
の
店
飾
り
匡
美
し
い
贈
り
物
で
一
ば
い
、
抹
に

又
、
人
通
り
の
多
い
街
々
の
歩
遣
に
に
籔
引
音
の
露
店
な
ご
が
呈
し
く
並
ん
で
、

夜
の
散
歩
客
海
引
き
つ
け
ろ
。
自
分
等
も
、
今
日
に
七
面
鳥
の
代
り
に
ロ
ー
ス
ト

チ
キ
ン
為
開
疋
買
っ
て
來
て
、
晩
餐
の
食
卓
為
賑
1
1
し
、
夜
は
九
時
過
ぎ
か
ら
イ

タ
”
ヤ
、
モ
ン
マ
ー
ト
ル
の
街
々
々
散
歩
し
瘡
O

¢。qQ
~
b
っ

qQ
ｿ
q
Q

〇
九
月
號
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訂
正
事
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